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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年２月９日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

●業績予想の修正について 

 

平成 26 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26 年１月１日～平成 26 年 6月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

28,610 

百万円

600

百万円

610

百万円 

300 

円 銭

10.20

今回修正予想（Ｂ） 
29,000 1,150 1,150 650 22.10

増減額（Ｂ－Ａ） 
390 550 540 350 

増減率（％） 
1.4 91.7 88.5 116.7 

（ご参考）前期第２

四半期実績 

（平成 25 年 12 月

期第２四半期） 

28,150 1,070 1,073 608 20.68

 

 

修正の理由 

 

（1）第 2 四半期連結累計期間連結業績予想 

売上高につきましては、昨秋より取り組んだグランドメニューを中心とした商品開発面での強化施策が功を奏し、既存店売上高

前年比が 101.2％と堅調に推移したことにより、前回発表予想より３億９千万円多い 290 億円となる見通しであります。 

営業利益及び経常利益につきましては、「円安」による輸入原材料価格の高騰や、電気・ガス料金の値上げ等による水道光熱

費の上昇はあるものの、前記した売上高の上昇要因に加えて、店舗の定期的な修繕の実施時期が仕様変更の遅れにより、当第

２四半期から第３四半期以降にズレ込んだことで修繕費が３億３千５百万円減少したことが大きく影響して、営業利益は前回発表

予想より５億５千万円多い 11 億５千万円、経常利益は前回発表予想より５億４千万円多い 11 億５千万円、四半期純利益は前回

発表予想より３億５千万円多い６億５千万円となる見通しです。 

 

 

（2）平成 26 年 12 月期通期連結業績予想 

通期の業績予想につきましては、売上高は引き続き堅調に推移すると見込んでおりますが、下期に前記した店舗の定期的な

修繕の執行や、輸入原材料価格及び水道光熱費の高騰が続くことが見込まれることから、平成 26 年 2 月 9 日に発表いたしまし

た連結業績予想（売上高 600 億２千万円、営業利益 21 億７千万円、経常利益 22 億円、当期純利益 10 億円、１株あたり純利益

34 円）は、変更いたしません。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 


